
平成２６年４月吉日

団員各位

北海道シニア吹奏楽団

団長代行 中村 暁生

平成２６年度総会のご案内

北海道シニア吹奏楽団の平成２６年度総会を下記の日程で開催します。

万障お繰り合わせのうえご出席をお願いします。

なお、総会終了後には５月の定例親睦会と合わせて懇親会を開催します。

記

日 時： 平成２６年５月１８日（日）

総会 １５：００～

懇親会 １７：００～

場 所： 中村屋旅館 ３階「春日」

札幌市中央区北３条西７丁目

電話：０１１－２４１－２１１１

懇親会会費： 懇親会参加者のみ ４,０００円 （当日、総会会場入口で徴収します。）

※ 出欠を５月９日（必着）までに同封の葉書にお名前を記入のうえ返送して下さい。

葉書は出欠にかかわらず全員返送して下さい。

※ 欠席の方は、併せて委任状も記入して下さい。

※ 総会資料につきましては、練習日に配布しますが、練習に来られなかった方には郵送

します。

北海道シニア吹奏楽団・事務局



総 会 次 第

平成２６年５月１８日（日）

○ 開会宣言

○ 資格審査

○ 団長（団長代行）挨拶

○ 議長選出

○ 議長挨拶

○ 審議

(1) 第１号議案 平成２５年度事業報告

(2) 第２号議案 平成２５年度決算報告

(3) 監査報告

(4) 質疑応答

(5) 第３号議案 平成２６年度事業計画案

(6) 第４号議案 平成２６年度予算案

(7) 質疑応答

(8) 第５号議案 役員改選について

○ その他

(1) コンプライアンスの取り組みについて

(2) 託児サービス制度の見直しについて

(3) 規約改定作業について

(4) 次期実行委員会体制について

(5) 財産管理報告

(6) その他

○ 閉会宣言



第１号議案 平成２５年度事業実施報告

１．団員構成
平成２５年度末の団員状況は下表の通りです。

入団者 太田 孝継（Tb.）、木内 由紀子（Tp.）、中屋 心人（Hr.）、古屋 沙織（Ob.）、三浦 恵（Perc.）
休団復帰 長岐 繁行（Tb.）
除名 佐々木 麻美（Es Cla.）
退団者 池内 美由紀（Hr.）、内田 りえ子(A-Sax.)、葛西 幹也（Euph.）、佐々木 真一（Tuba）

杉中 剛（Fl.）、竹内 留美（Fl.）、古屋 沙織（Ob.）、三浦 哲（Tb.）、明正 良一 (Euph.)
吉田 和夫（Ob.）

２．事業報告
(1) 演奏会等の実施
○第２０回定期演奏会、団創立２０周年記念祝賀会を実施しました。 実行委員会：クラリネット

平成２５年１０月２０日（日） 演奏会 会場：かでる２・７ かでるホール 開演：１３時
祝賀会 会場：ＫＫＲホテル

○第５回シルバーハイツ・ロビーコンサートを実施しました。
平成２６年２月１１日（火） シルバーハイツ羊が丘１番館、３番館 参加団員：３１名

○地域との交流（演奏依頼）について
中央区の老人ホームから２件の演奏依頼の問い合わせがありましたが、何れも７～８人での演奏希

望であり、実現できませんでした。

(2) 活動状況
○練習実施状況

練習は２８回の計画しましたが、吹雪による中止が１回あり、実際は２７回を実施しました。豊水
会館を予約できなかった日は、オオクラホール、リフレ・サッポロで各１回実施しました。

○第２１回定期演奏会・実行委員会の活動開始
トロンボーンパートを中心とした実行委員会が立ち上がり、選曲などの具体作業をを進めています。

演奏会日程 平成２６年１０月５日（日） 開演１３時 かでる２・７ かでるホール

○臨時総会（規約改定）
平成２６年１月２６日（日）に臨時総会を開催し、団長選出に関する規約改定を行いました。

○演奏技術研修会の実施
陸上自衛隊北部方面音楽隊の行事が極めて多忙なことから、当団との日程の調整が厳しく、本年度

の計画は中止としました。

○託児サービスの状況
託児サービスの要望は常にあるため、昨年度に引き続きサービスを継続しました。

○コンプライアンスの取り組み
コンプライアンス委員会を設け、団の設立目的でもある「音楽を楽しみ、団員相互の親睦を深める」

ことを維持するため、コンプライアンス強化の取り組みをスタートさせました。

(3) 楽譜・備品の購入、備品の修理
○ティンパニー（２６インチ、２９インチ）のオーバーホールを実施しました。
サスペンデッド・シンバル、グロッケン・ケース、バスドラム収納ケースを購入しました。

○楽譜の購入
シルバーハイツ演奏用として「日本の情景【春】」を購入しました。

パート 定員 団員 パート 定員 団員
 フルート & ピッコロ ５ ４  バリトン・サックス １ １
 オーボェ ２ １  トランペット & コルネット ８ ８
 ファゴット ２ １  ホルン ６ ６
 Ｅb クラリネット １  トロンボーン ５ ５
 Ｂb クラリネット １０ １０  ユーフォニアム ３
 アルト・クラリネット １  チューバ ３ ２
 バス・クラリネット １ １  コントラバス １ １
 ソプラノ・サックス １ １  パーカッション ５ ２
 アルト・サックス ２ ２
 テナー・サックス ２ １ 合　計 ５９ ４６

合計数に団長代行は含みません。  　　      　　       　  　　　　　　Ｈ26.3.31 現在





議案第３号

平成２６年度事業計画

平成２６年度の事業計画を下記の通りとし、これに基づいて活動を進めます。

１．演奏活動の推進に向けて以下の活動を実施します。

(1) 第２１回定期演奏会を下記の日程で開催します。

・２０１４年１０月５日（日） かでる２・７ かでるホール 開演：１３：００

実行委員会： トロンボーン・パート

(2) 第２２回定期演奏会開催に向けて準備を進めます。

・２０１５年１０月４日（日） かでる２・７ かでるホール 開演：１３：００（会場確保済み）

実行委員会： ユーフォニアム，チューバ，コントラバス，パーカッション・パート

(3) 練習日程について

・原則隔週２回／月とし、全２８回の練習を予定します。

第２１回定期演奏会に向けて、演奏会直前（８，９月）の集中練習、演奏会前日練習を含めて全１６

回、第２２回定期演奏会に向けて全１１回の練習日を設定します。

また、シルバーハイツ・ロビーコンサートの開催に向けて直前に１回の練習日を設定します。

・その他、必要により臨時練習日を随時設定します。

(4) 陸上自衛隊北部方面音楽隊による演奏技術研修について

・演奏技術力の向上に資するため、陸上自衛隊北部方面音楽隊においてパート別技術研修を計画します。

２．地域との交流を図ります。

(1) 第６回目となるシルバーハイツ・ロビーコンサートを計画します。

実施予定日： ２０１５年２月１１日（水）

(2) 第２１回定期演奏会では札幌市立しらかば台小学校吹奏楽部との共演を実施します。

(3) 演奏依頼等の要望に積極的に応えていきます。

３．その他

(1) 備品整備について

ティンパニー（３２インチ）のオーバーホール、豊水会館地下物置の床敷物整備を行います。

(2) 育児支援サービスの継続

託児サービスを継続します。なお、運用マニュアルの整備など、運用体制の改善を図り、利用しやす

い環境を整えます。

(3) 練習会場について

練習会場は豊水会館を主な練習場として年間を通して確保します。

また、日常的に使用するパーカッションを主とする楽器については、引き続き豊水会館地下物置を使用

させて頂くこととします。

楽器倉庫付きの練習会場については引き続き探すこととします。

(4) 合宿練習の検討

演奏技術の向上と団員相互の親睦を深めることを目的に合宿練習の調査・検討を進めます。



予算額 備　　考

824,831 25周年事業積立金（10万円）を含む

1,020,140

団費 1,000,000 団費20,000円×50名として計上

補助金など 20,000 シルバーハイツ礼金など

財産収入 140 預金利息など

410,000

チケット 250,000 500円×500枚

協賛広告料 160,000

2,254,971

予算額 備　　考

360,000

練習会場使用料 280,000 豊水会館・練習会場費（28回分）

練習予備費 80,000 臨時会場費・楽器運搬費（2回分）

670,000

演奏会場使用料 145,000 第２３回定演用大ホール使用料、前日練習費など

演奏会場施設使用料 90,000 第２１回定演大ホール施設使用料

楽器運搬費 44,000 4トントラック×2日分

宣伝費 197,000 チケット、チラシ、プログラム制作経費

著作権使用料 12,000

諸経費 182,000 エキストラ・受付など謝礼・昼食、小学校支援

540,000

会議費 100,000 総会、役員会、実行委員会など会場費

備品費 160,000 楽器/備品など修理・購入、倉庫整備、楽譜購入

慶弔費 50,000 慶弔、他団体祝電、研修謝礼、お中元、お歳暮など

負担金 20,000 北部方面音楽隊後援会費

育児支援費 110,000 育児支援サービス費団負担分（定演分を含む）

事務費 100,000 事務局運営経費

684,971

25周年事業積立 200,000 5年間で50万円目標（本年度は2年目）

剰余金 484,971

2,254,971支 出 合 計

○総務費

○次年度への繰越金

第４号議案

○前年度からの繰越金

○総務収入

収入の部

平成２６年度予算案

○第２１回定期演奏会収入

項  　目

収 入 合 計

○第２１回定期演奏会経費

○練習費

支出の部

項 　 目



第５号議案

役員の改選について

１．現役員体制

団長代行 中村 暁生

副団長 鈴木 隆起 （トランペット）

理事 石井 邦紀 （トランペット）

石田 由紀 （クラリネット）

伊藤 英明 （ホルン）

高橋 幸恵 （フルート）

長土居 梨那 （サックス）

古川 亨 （トランペット）

監事 廣瀬 安孝 （サックス）

山田 光國 （クラリネット）

事務局長 伊藤 英明（理事兼務）

２．任期満了役員

理事 石田 由紀

伊藤 英明

古川 亨

監事 廣瀬 安孝

事務局長 (伊藤 英明）



役員改選

１．現役員体制

団長代行 中村 暁生

副団長 鈴木 隆起

理事 石井 邦紀

石田 由紀（任期満了）

伊藤 英明（任期満了）

高橋 幸恵

長土居 梨那

古川 亨（任期満了）

監事 廣瀬 安孝（任期満了）

山田 光國

事務局長 伊藤 英明

２．団長（選考委員会選考）

団長 中村 暁生（現団長代行）

３．改選役員

理事 石田 由紀（留任）

伊藤 英明（留任）

古川 亨（留任）

監事 廣瀬 安孝（留任）

事務局長 伊藤 英明（留任）



総会説明資料　　（案） 
平成26年5月18日 

北海道シニア吹奏楽団 
コンプライアンス委員会 !

コンプライアンスの取り組み（平成25年度）について（報告） !
平成２６年１月２６日の臨時総会に引き続き「北海道シニア吹奏楽団におけるコンプライアンス
の実践」の周知を行い、コンプライアンス委員会による実態調査とそれに基づく対応策を役員会
において審議し、一定の結論を出しました。 !
1.経緯と平成25年度中の取り組み内容 
（１）コンプライアンスの考え方を導入した経緯 

北海道シニア吹奏楽団も、昨年２０周年記念演奏会を終了し、新たな出発を迎えたわけです
が、ここ１～２年前から団員間のトラブルなど、新たな問題が発生してきました。 
北海道シニア吹奏楽団のコンセプトは「和気あいあい」な雰囲気で音楽を楽しむことにあり
ますが、ネット上での誹謗・中傷やメールによる偽計とも取れる第三者への非難など、コン
セプトの主旨とはほど遠い状態が生じていることについて、重大かつ喫緊な問題だと認識す
るに至りました。 
上記の問題は、規約や通達などのルール、さらには団の活動を支えてきたシニア本来の良き
風土などに対する団員個々人の思いが大きく異なってきてしまったことに起因しているので
はないか考えました。 
その思いを今一度一つの方向に収束させ、本来の楽しい演奏活動をより充実したものにして
いくために、多くの企業でも導入されているコンプライアンス（ルールの順守）の考え方を
取り入れることにしたものです。 !

（２）運動の展開と取り組み内容 
平成２５年度中に団員間のトラブルとしてコンプライアンス委員会に申告があった件数は、
１０件に上りました。その大半が特定の団員の非違行為に起因するものであり、これらの事
実関係・証拠書類並びに関係団員からの事情聴取に基づき、臨時役員会（H26.2.13、
H26.3.20）で審議した結果、除名者１名、注意対象者１名を決定するに至りました。 
除名者１名に対しては、３月２２日付で「除名通知書」を発送し、３月３１日付で除名とし
ました。残る注意対象者については、鈴木福団長から口頭注意を行ったところです。 !

2.今後の取り組み 
コンプライアンスの取り組みは、継続することが大事です。 
平成２６年度についても、「ダル・セーニョ運動」（コンプライアンス違反を・・しない、さ
せない、かくさない）を展開し、団本来の目的が維持されるよう取り組んで行きます。 
なお、平成２５年度の取り組みの結果、ルールの明確化を必要とする事象も散見されましたの
で、これらの案件については、役員会などで引き続き議論を深め、トラブルの発生を未然に防
ぐ努力を行っていくこととしております。 !

以　上 



平成２６年5月18日 
副団長　鈴木隆起 

託児サービスの見直しについて（報告） !
託児サービスについては、平成２４年度から実施され、当団の特徴的な取り組みとして評価されてきまし
たが、利用団員同士のトラブルや、運営が個人的な判断でなされるなど、多くの問題が発生してきたため、
平成26年度からはこれを見直し、体制の充実やルール化することで対処することとしました。 
 

従来のやり方と問題 見直し後の内容

費用面

!
• シッターに要する費用の50%を利用者負担
とし、残りは団費から補助。 !!!
• 託児数によってそれぞれの負担額が増減し、
利用者側は、託児数が少数になった場合の
リスク、団側は、予算額を超える支出のリス
クを抱える。

!
• 費用は、「受益者負担」が原則とし、団か
らの補助は一定額（予算で定めた金額の範
囲内）とする。 
• さらにシッターの適正配置を徹底。 
 !!
• 託児数が少数になった場合のリスクが軽
減。 
• 利用者に対して、最低負担額を設定（委託
業者のコスト低減が団の補助額の低減に繋
がる）。 

運用面

!
• 利用者に全てを任せている。 
• 業者との覚え書きも無い。 !
 !!
• 特定の団員との個人的な関係にある業者に
託児を委託しているため、特定の団員がその
業者と結託。 
• 曖昧な会計処理。

!
• 独善的な運用を避けるため、事務局の一部
機能を切り出し、「託児担当」を設置。 
• 「託児サービスマニュアル」を制定し業者
と覚え書き（契約書）を締結。 !!!
• 託児担当は、利用料金、委託費の支払い、
清算などの会計処理、並びにマニュアル運
用・管理を行い、監事による監査を受ける
とともに、日常の円滑なサービス提供に努
める。 

安全面

!
• 託児は、何よりも児童の安全が基本である
が、傷害保険などの仕組みがなく、さらに
利用する際のルールに関するマニュアルも存
在しない。

!
• マニュアルで傷害保険加入や利用者義務を規
定。 
• 法令上の扱いを意識し、定員を原則５名、３歳
児未満は原則託児制限。 
 

総会説明資料 （案）



第２３回（平成２８年度）定期演奏会以降の実行委員会について

現在のパート持ち回り実行委員会は第２２回定期演奏会（平成２７年度）のユーフォニアム／チュ

ーバ／パーカッション・パートで終了となります。

このため、第２３回定期演奏会（平成２８年度）以降の実行委員会は、下記の要領で実施することと

します。

※北海道シニア吹奏楽団は「音楽を楽しみ、団員相互の親睦を深め、活動を通じて地域文化の発展

に寄与する」ことを目的とし、その目的達成のための事業が「定期演奏会」です。

従って、定期演奏会は団の最重要事業であり、団全体で取り組むことを基本とします。

※これまで、全団員に実行委員を経験して貰う事を目的にパート順による持ち回りで実行委員会を

組織してきました。

新たな実行委員会は、これまでの成果を活かしてパートに拘らないパート横断的な組織とし、団

全体の取りまとめ役として役割を担うこととします。

※平成２８年度以降の実行委員会体制

○第２３回定期演奏会（平成２８年度）

フルート，オーボェ，ホルン，コントラバス

○第２４回定期演奏会（平成２９年度）

クラリネット－Ａ，トランペット

○第２５回定期演奏会（平成３０年度） （祝賀会実行委は別途）

サキソフォン，ユーフォニアム，チューバ，パーカッション

○第２６回定期演奏会（平成３１年度）

クラリネット－Ｂ，ファゴット，トロンボーン

2014.5.18 北海道シニア吹奏楽団・事務局



第２１回定期演奏会の演奏会の実施について

　昨年に第20回定期演奏会という節目を迎えたことから、更なる活動を目指して第２１回定期演奏会を開催します。
　当団発足の趣旨である『楽しく、仲良く』の基に、団員は２０代から８０代までの約５０名を数えるまでになり、来場
されるお客様も６０～７０代のお客様を中心に幅広い年代層にわたっている事から、『お客様に楽しんでいただく
演奏会にする為に、団員が楽しく演奏する』をコンセプトに演奏会を企画します

１．演奏曲構成（案）

　Ⅰ. 吹奏楽のための民話 / Folklore for Band
　Ⅱ. 吹奏楽のための民謡「うちなーのてぃだ」 / “Island Sun”Folk Tune of Okinawa
　Ⅲ. ワルツ　エスパナ / Espana Valse
　Ⅳ. 吹奏楽のための第２組曲 / Second Suite for Band(Latino-Mexicana)

ソン・モントゥーノ / Son Montuno
タンゴ「サルガッソ・セレナーデ」 / Tango“Sargasso Serenade”
グワラチャ / Guaracha 　
パソ・ドブレ「闘牛士風に」 / Paso Doble“A la Corrida！”
休憩

　　※「しらかば台小学校吹奏楽部」
　　　　　　・単独演奏
　　　　　　・合同演奏

（合同演奏曲未定）
インターバル

　Ⅰ. 美女と野獣 / Beauty and the Beast
　Ⅱ. ブラジル / Brazil(Aquarela do Brasil)
　　　　　・・・・・≪お楽しみクイズ≫・・・・・
　Ⅲ. アフリカン・シンフォニー / African Symphony
　Ⅳ. I Dreamed a Dream（夢破れて） / From LES MISERABLES
　Ⅴ. ドリフずっこけ大集合・・・・振付付き

　　　アンコール　（未定）
　　　マーチ　　輝けシニア

２．団員の皆様へのお願い

（１）　演奏会収入として、チケット売り上げと広告収入を見込んでいます。
　　例年の通り、チケット販売と広告取次に協力をお願いいたします。

（２）　演奏会最後の「ドリフのずっこけ大集合」で踊り付きを予定しております。
　　ぜひ参加をお願いいたします。

（３）　しらかば台小学校の練習日が土曜日に限られている事から、練習・指導が土曜の午後になる見込みですので、
　　　当団の練習日とは異なる日の活動となりますが、パート別に調整をしてご協力をお願いいたします。
　　　（詳細は別途お知らせします。）

（４）　その他、チラシ配布、当日の舞台設置等皆さんのご協力をお願いします。

　第２１回定期演奏会実行委員会は次のメンバーで活動していますが、今後とも団員の皆さんのご協力を

よろしくお願いいたします。

第２１回定期演奏会実行委員会

　　顧問　：　中村（指揮者）、伊藤（事務局長）

　　担当パート：トロンボーン（石川、大澤、太田、柿岡、長岐）

　　菊田（Ｓａｘ），高橋章子（Ｆｌ）、山田（Ｃｌ），吉川（Ｔｕｂ）

 平成２６年５月１８日

第
１
部

第
２
部

　
第
３
部

13:00

15:00

30分

20分

40分



項　目 予算 決算 項　目 予算 決算

チケット収入 250,000 235,615 会場使用料 120,000 116,400

協賛広告収入 160,000 159,000 会場設備使用料 80,000 87,340

団費より 150,000 150,000 前日練習場使用料 16,450 16,450

プログラム等印刷代 190,000 112,550

楽器運搬費 42,000 31,500

著作権使用料 12,000 10,941

お楽しみクイズ景品代 10,000 9,485

エクストラ等昼食代 7,000 7,550

エキストラ等謝礼 30,000 30,000

ユニフォーム代 10,000 22,073

諸経費 42,550 51,149

（小　計） 495,438

剰余金 49,177

収入合計 560,000 544,615 支出合計 560,000 544,615

収　入　の　部 支　出　の　部

北海道シニア吹奏楽団

第２０回定期演奏会　　決算報告書

定期演奏会・実行委員会

2013年10月31日



項　　目 支払

会場使用料 116,400

会場設備使用料 87,340

前日練習場使用料 16,450

プログラム等印刷代 112,550

楽器運搬費 31,500

音楽著作権使用料 10,941

お楽しみクイズ景品代 9,485

エキストラ等昼食代 7,550

エキストラ等謝礼 30,000

ユニフォーム代 22,073

諸経費 51,149

支出合計 495,438

内　　　　訳

北海道シニア吹奏楽団

第２０回定期演奏会　　支出詳細

定期演奏会・実行委員会

2013年10月31日

第２２回定期演奏会用として支払い
（大ホール、楽屋１、２、３、主催者控え室）、リハーサル室

会議室使用料（リフレサッポロ×２回、豊水会館×１１回）
事務用品、コピー代、郵便代、振込み手数料、花束、その他

山台、椅子、譜面台、指揮台、マイク、照明器具など

ＱＵＯカード　　３,０００円×１０枚

エキストラ用（８枚）ロゴマークプリント代

リクレーション研修室

プログラム、チケット、チラシ印刷代
　　　プログラム　×７００部
　　　チケット　　　×８００枚
　　　チラシ　　　×３０００枚
アンケート用紙コピー　　　×６００枚

10/19, 10/20      2t車

ＪＡＳＲＡＣ支払

ハム、ヤクルト、軽量傘、空気枕、おろし器、その他

エキストラ×４名、受付×４名、写真×１名、録画×１名　計１０名
弁当　７００円×１０、　お茶　５５円×１０



項　　目 予算 決算 項　　目 予算 決算

祝賀会会費 240,000 208000 祝賀会会食費 350,000 300,000

２０周年積立金より 350,000 350000 記念誌 30,000 30,566

お祝い金 0 35000 感謝状 40,000 2,709

花束・お土産 70,000 52,620

余興景品など 50,000 31,068

卓上フラワー 10,000 7,560

諸経費 40,000 13,610

（小計） 438,133

剰余金 154,867

収入合計 590,000 593000 支出合計 590,000 593,000

項　　目 支払

祝賀会会食費 300,000

記念誌 30,566

感謝状 2,709

花束、お土産 52,620

余興景品など 31,068

卓上フラワー 7,560

諸経費 13,610

支出合計 438,133

９４０円×８卓

コピー代、郵便代、その他

北海道シニア吹奏楽団

創立２０周年記念祝賀会

2013年10月31日

定期演奏会・実行委員会

支出詳細

カット紙、製本テープ、インクカートリッジ、その他

賞状筒、書道用品

花束 ２,１００円×２、　来賓へお菓子詰め合せ　２,５４４円×５
出席者全員へお菓子

ハンカチ、ギフト券、宝くじ、その他

収入の部 支出の部

内　　　　訳
団員４８名、同伴者４名、招待者５名、エキストラ３名　　計６０
名
５,０００円×６０名
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